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今年の “にんにくとべごまつり” は４年振りに通常開催され、多くの来場者で賑わいをみせた
（町名が似ていることから交流が始まった、千葉県多古町議会議員の皆様）
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第38回　“にんにくとべごまつり”　開催 !!第38回　“にんにくとべごまつり”　開催 !!
今回は４年ぶりの通常開催となり、来場者は１１，６８１人で今回は４年ぶりの通常開催となり、来場者は１１，６８１人で
感染症拡大前の来場者と同等となりました。感染症拡大前の来場者と同等となりました。

「第38回にんにくとべごまつり」が令和５年９月30日～10月１日に開催されました。今年は４年ぶりの
通常開催となり、多くの来場者が訪れました。国会議員をはじめ千葉県多古町議会議員、近隣市町村から
も数多くの来賓の方々にもお越し頂き、田子牛の丸焼きや、にんにく等、田子町を存分に堪能して頂けた
ことと思います。

古民家を改修した“みろく館”
担当課から活用方法等の説明を受け、議員からは

様々な質疑が出され、活発な意見交換の機会となった

五感から食欲をそそられるＢＢＱ

田子町文化観光交流施設　みろく館田子町文化観光交流施設　みろく館
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第38回　“にんにくとべごまつり”　開催 !!第38回　“にんにくとべごまつり”　開催 !!
今回は４年ぶりの通常開催となり、来場者は１１，６８１人で今回は４年ぶりの通常開催となり、来場者は１１，６８１人で
感染症拡大前の来場者と同等となりました。感染症拡大前の来場者と同等となりました。

「第38回にんにくとべごまつり」が令和５年９月30日～10月１日に開催されました。今年は４年ぶりの
通常開催となり、多くの来場者が訪れました。国会議員をはじめ千葉県多古町議会議員、近隣市町村から
も数多くの来賓の方々にもお越し頂き、田子牛の丸焼きや、にんにく等、田子町を存分に堪能して頂けた
ことと思います。

令和５年９月29日から30日にかけて千葉県多古
町議会総務産業建設常任委員会田子町視察が行
われました。30日には“にんにくとべごまつり”
へ参加し、両町の今後の議会活動へ役立つもの
となりました。

９月29日・30日
千葉県多古町視察来町
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○
実
施
日
　
８
月
２
日

教
育
課

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
結
果
に
つ
い
て
、
自

治
会
ご
と
の
参
加
率
の
報
告
が
あ
り
、
参
加

率
が
ア
ッ
プ
し
た
18
団
体
他
、
各
賞
の
表
彰

式
が
７
月
21
日
行
わ
れ
た
。

総
務
課

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
活
用
に
つ
い
て
、
地

域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
Ｄ
Ｘ
推
進
に
取
り

組
む
た
め
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
計
画
を

国
及
び
件
の
支
援
を
受
け
て
進
め
る
。

政
策
推
進
課

　

相
米
慎
二
監
督
映
画
祭
り
及
び
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
田
子
町
を
会
場

と
し
て
開
催
さ
れ
る
。

住
民
課

　

に
ん
に
く
盗
難
防
止
の
実
施
状
況
に
つ
い

て
、
10
日
間
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
こ

と
と
警
察
へ
の
被
害
報
告
の
届
け
出
は
な
か

っ
た
。

税
務
課

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
本
年
７
月
末

現
在
に
お
い
て
、
昨
年
に
比
べ
件
数
・
金
額

共
に
減
少
し
て
お
り
、
主
な
要
因
と
し
て
は
、

令
和
５
年
産
に
ん
に
く
の
掲
載
が
遅
れ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
寄
附
件
数
等
が
減
少
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

○
実
施
日
　
８
月
４
日

診
療
所
・
老
健
施
設

　

診
療
所
・
老
健
た
っ
こ
・
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
利
用
者
数
に
つ
い
て
、
前
年
度

に
よ
り
や
や
減
少
し
て
い
る
。
採
用
に
つ
い

て
は
、
医
療
従
事
者
２
名
を
採
用
し
た
。

地
域
包
括
支
援
課

　

地
域
包
括
支
援
課
で
行
っ
て
い
る
相
談
処

理
状
況
に
つ
い
て
、
介
護
や
福
祉
に
関
す
る

事
項
が
最
も
多
く
、
続
い
て
医
療
関
し
て
の

相
談
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

住
民
課

　

一
般
廃
棄
物
の
処
理
状
況
に
つ
い
て
、
ゴ

ミ
の
排
出
量
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
率
に
つ
い
て

は
、
概
ね
前
年
度
並
み
に
な
っ
て
い
る
。

建
設
課

　

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
の
具
現
化
で
は
、
バ

イ
パ
ス
ル
ー
ト
の
現
地
踏
査
を
参
加
者
11
名

に
よ
り
、
７
月
に
実
施
し
た
。

産
業
振
興
課

　

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
に
つ
い
て
、
意

向
調
査
に
よ
り
町
へ
委
託
し
た
い
と
回
答
が

あ
っ
た
森
林
の
現
状
調
査
は
36
％
を
終
え
て

お
り
、
調
査
の
早
期
完
了
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

商
工
振
興
課

　

み
ろ
く
館
の
入
館
者
数
に
つ
い
て
、
オ
ー

プ
ン
か
ら
７
月
末
現
在
で
３
万
５
０
９
５
人

と
な
り
、
今
後
は
指
定
管
理
に
向
け
て
の
検

討
を
行
う
。

農
業
委
員
会

　

農
地
移
動
の
実
績
報
告
と
農
業
委
員
の
任

命
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
委
託

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

【構成委員】	 宮村尚哉委員長　北田騰副委員長　尾形憲男委員
	 欠端則夫委員　　山﨑一義委員

【構成委員】	 北田騰委員長　　宮村尚哉副委員長　菊地健二委員
	 中平美賀子委員　澤口勝委員

【構成委員】	 欠端則夫委員長　尾形憲男副委員長　椛本義見委員
	 山崎美代志委員　山﨑一義委員

協
　
　
議

○
実
施
日　

８
月
18
日

　

８
月
21
日
開
会
の
令

和
５
年
第
３
回
臨
時
会

及
び
、
９
月
１
日
開
会

の
第
３
回
定
例
会
の
議

事
日
程
に
つ
い
て
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

○
実
施
日　

７
月
７
日

　

議
会
だ
よ
り
第
１
１

６
号
の
内
容
確
認
、
誤

字
・
脱
字
・
レ
イ
ア
ウ

ト
に
つ
い
て
校
正
を
行

い
、
20
日
に
再
度
招
集

し
最
終
校
正
を
行
い
、

８
月
８
日
に
議
会
だ
よ

り
を
発
行
し
ま
し
た
。

○
実
施
日　

８
月
18
日

　

議
会
だ
よ
り
１
１
７

号
の
構
成
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
つ
い
て
協
議

し
、
担
当
者
を
割
り
振

り
、
順
次
業
務
を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

議会運営委員会（議会広報編集委員会）

総務・文教常任委員会

産業・民生常任委員会
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／
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／
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議案番号 上程議案の件名 議決結果

議案第54号 大黒森施設に係る指定管理者の指定について 原案可決
（賛５・否３）

議案第55号 体験交流センターに係る指定管理者の指定について 原案可決
（賛８・否０）

議案第56号 令和５年度田子町一般会計補正予算（第３号）について 原案可決
（賛８・否０）

議案第57号 田子町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正につ
いて

原案可決
（賛９・否０）

議案第58号 田子町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条
例の一部改正について

原案可決
（賛９・否０）

議案第59号 令和５年度田子町一般会計補正予算（第４号）について 原案可決
（賛９・否０）

議案第60号 令和５年度田子町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）について 原案可決
（賛９・否０）

議案第61号 令和５年度田子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 原案可決
（賛９・否０）

議案第62号 令和５年度田子町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）について 原案可決
（賛９・否０）

議案第63号 令和５年度田子町国民健康保険町立田子診療所及び介護老人保健施設事業特別会計
補正予算（第２号）について

原案可決
（賛９・否０）

議案第64号 令和５年度田子町水道事業特別会計補正予算（第１号）について 原案可決
（賛９・否０）

議案第65号 令和５年度田子町一般会計補正予算（第５号）について 原案可決
（賛９・否０）

※議長は採決には加わりません。

　

令
和
５
年
第
３
回
臨
時
会
が

８
月
21
日（
月
）に
開
催
さ
れ
、

議
案
３
件
が
上
程
さ
れ
、
可
決

と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
が

９
月
１
日（
金
）か
ら
９
月
８
日

（
金
）ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
に
は
諸
般
の
報
告
、

議
案
の
上
程
・
説
明
が
さ
れ
ま

し
た
。

　

９
月
４
日
の
一
般
質
問
に
は

３
名
の
議
員
が
登
壇
し
多
岐
に

わ
た
り
活
発
な
議
論
が
か
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　

９
月
５
日
に
は
、
決
算
特
別

委
員
会
が
設
置
さ
れ
８
日
ま
で

開
催
し
、
一
般
会
計
か
ら
特
別

会
計
決
算
に
つ
い
て
認
定
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
、
議
案
の
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

９
月
８
日
に
は
認
定
第
１
号

の
審
議
、
議
員
派
遣
の
件
、
各

常
任
委
員
会
に
係
る
所
管
事
務

調
査
の
承
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
日
、
追
加
日
程
と
し
て
議
案

１
件
が
上
程
さ
れ
、
可
決
と
な

り
ま
し
た
。

令和５年田子町議会第３回臨時会／第３回定例会あらまし
に
ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ
り
／
多
古
町
来
町

委
員
会
報
告
／
定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問

決
算
審
査
特
別
委
員
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議
会
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・
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一般質問

９月定例会では９月４日に一般質問が行われ、

３人の議員が町政について質問をしました。
内容は、質問した議員が要約し広報委員会が調整したものです。
ＴＣＶでは録画放送を行っていますので、ぜひご覧ください。

○欠端議員・・・Ｐ７
　・田子中の整備について
　・有害鳥獣駆除について

○宮村議員・・・Ｐ８
　・空き家対策について
　・子育て負担軽減について

○中平議員・・・Ｐ９
　・ＳＤＧｓについて
　・美しい町づくりについて

一
般
質
問
っ
て
？

委
員
会
報
告
／
定
例
会
／
審
議
結
果

決
算
審
査
特
別
委
員
会

議
会
議
員
・
監
査
委
員
活
動
報
告

P4〜P5

P10〜P11

P12〜P13

に
ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ
り
／
多
古
町
来
町

一
般
質
問

P2〜P3

P6〜P9



当町でも広範囲でイノシシなど
様々な動物が見られるようになった

7

田
子
中
の
正
門
は
こ
こ
な
の
か
。

正
門
と
い
う
物
は
無
く
、
全
部

門
で
あ
る
。

壁
画
が
古
く
な
っ
て
い
る
。
描

き
直
し
や
廃
止
を
考
え
な
い
か
。

擁
壁
の
整
備
そ
の
も
の
は
平
成

元
年
度
か
ら
３
年
度
に
か
け
て

八
戸
土
木
事
務
所
に
よ
っ
て
施
工
さ

れ
た
。
そ
の
際
に
壁
画
と
階
段
レ
リ

ー
フ
を
制
作
。
現
在
も
擁
壁
や
階
段

の
財
産
管
理
は
県
で
行
っ
て
お
り
、

状
況
を
き
ち
ん
と
伝
え
な
が
ら
要
望

や
相
談
を
し
て
参
り
た
い
。

猪
の
多
い
自
治
体
な
ど
に
何
名

か
を
研
修
に
出
せ
な
い
か
。

そ
う
い
う
事
も
考
え
な
が
ら
進

め
て
参
り
た
い
。

罠
の
見
回
り
用
に
ド
ロ
ー
ン
を

用
意
で
き
な
い
か
。

罠
の
見
回
り
を
田
子
町
鳥
獣
被

害
防
止
対
策
実
施
隊
か
ら
協
力

を
頂
き
見
回
り
を
行
っ
て
い
る
が
、

早
朝
か
ら
の
対
応
や
期
間
毎
日
の
見

回
り
で
大
き
な
負
担
と
認
識
し
て
い

る
。
見
回
り
回
数
を
減
ら
す
事
を
目

的
に
令
和
二
年
度
か
ら
、
オ
リ
ワ
ナ

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
。

オ
リ
ワ
ナ
シ
ス
テ
ム
は
括
り
罠

に
も
使
え
る
か
。

使
え
る
よ
う
で
あ
る
。

何
回
も
罠
の
所
に
行
け
ば
足
跡

や
匂
い
が
付
く
の
で
色
々
な
方

策
を
用
い
て
欲
し
い
。

十
分
検
討
し
て
行
っ
て
い
き
た

い
。

通
学
路
階
段
の
両
脇
を
含
む
部

分
を
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

平
成
29
年
度
に
職
員
に
よ
る
草

刈
り
剪
定
作
業
を
実
施
。
昨
年
十

月
末
に
は
擁
壁
下
の
斜
面
周
辺
に
お

い
て
業
務
委
託
に
よ
る
伐
採
作
業
を

行
っ
て
い
る
が
、
木
や
藪
の
生
育
状

況
が
早
く
現
在
の
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
は
通
学
す
る
生
徒
に
支
障

の
無
い
よ
う
伐
採
剪
定
作
業
等
を
調

査
相
談
の
上
、
定
期
的
に
行
っ
て
い

き
た
い
。

ど
れ
く
ら
い
の
人
数
が
利
用
し

て
い
る
の
か
。

83
名
の
21
名
位
が
利
用
し
て
い

る
。

昨
年
度
農
林
水
産
省
農
作
物
野

生
鳥
獣
被
害
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
講
師
依
頼
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の

為
、
リ
モ
ー
ト
で
の
研
修
と
な
っ
た
。

講
師
か
ら
被
害
の
発
生
場
所
や
、
周

り
の
状
況
に
よ
っ
て
罠
の
設
置
場
所

を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

の
提
案
で
現
地
で
の
開
催
を
計
画
し

て
い
る
。
現
地
開
催
の
メ
リ
ッ
ト
は

現
地
に
合
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

る
事
が
出
来
る
。
多
く
の
人
が
情
報

を
共
有
出
来
る
も
の
と
考
え
る
。	

多
く
の
人
が
覚
え
る
事
は
良
い

事
だ
が
、
平
た
く
初
心
者
を
多

く
作
る
よ
り
中
級
者
を
作
る
事
を
考

え
た
ら
ど
う
か
。

欠端 則夫 議員

質質

質質 質

質

質質質

答

答答

答 答

答 答 答答
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シ
等
を
使
い
、
周
知
に
努
め
て
い
く
。

３
者
協
定
内
で
の
情
報
共
有
は
。

月
１
回
の
定
例
会
を
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
協
議
会
と
田
子
町
で
行
い
、

空
き
家
対
策
に
関
す
る
法
制
度
や
対

策
事
例
の
共
有
、
活
用
の
周
知
活
動
、

セ
ミ
ナ
ー
や
相
談
会
の
開
催
計
画
を

進
め
て
い
る
。

空
き
家
に
関
す
る
相
談
は
ど
こ

に
す
れ
ば
よ
い
か
。

リ
フ
ォ
ー
ム
や
売
買
、
解
体
は
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
協
議
会
で
す
が
、
役

場
住
民
課
を
通
じ
て
紹
介
、
ご
案
内

も
可
能
で
す
。
一
方
、
危
険
な
状
態

に
あ
る
も
の
や
環
境
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
等
の
情
報
提
供
は
、
町

が
受
付
け
対
応
す
る
。

義
務
化
と
あ
る
が
処
罰
な
ど
は

あ
る
か
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
国
で
は
無

償
化
の
方
向
へ
向
か
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
町
長
の
考
え
は
。

国
や
県
に
お
い
て
学
校
給
食
無
償

化
に
向
け
て
は
、
財
源
の
確
保
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
県
で

は
「
青
森
新
時
代
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
掲
げ
、「
医
療
費
、
保
育
料
、

お
む
つ
代
、
給
食
費
等
に
つ
い
て
市

町
村
と
連
携
し
、
段
階
的
な
無
償
化

を
推
進
」
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

当
町
に
お
い
て
も
財
源
の
確
保
は
大

き
な
課
題
で
あ
る
が
今
後
も
国
が
行

う
子
育
て
支
援
の
方
向
性
や
青
森
県

の
子
育
て
支
援
の
新
た
な
取
り
組
み

を
注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

財
源
確
保
は
大
き
な
課
題
と
な

り
ま
す
が
、
国
、
県
の
動
向
に

注
視
し
て
迅
速
な
対
応
を
出
来
る
よ

う
な
体
制
は
作
れ
る
か
。

動
向
を
注
視
し
、
対
応
で
き
る
よ

う
に
検
討
す
る
。

町
内
に
お
け
る
空
き
家
の
調
査

と
そ
の
状
況
は
。

空
き
家
と
し
て
の
定
義
付
け
を

し
、
全
町
的
な
調
査
を
実
施
し
把

握
さ
れ
た
件
数
は
４
０
９
件
と
な
り
、

町
と
し
て
は
「
田
子
町
空
き
家
等
の

適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定

し
、
危
険
な
状
態
と
判
断
さ
れ
た
空

き
家
の
所
有
者
に
対
し
て
「
助
言
や

指
導
、
勧
告
」
を
行
っ
て
い
る
。
現

在
ま
で
に
通
知
し
た
件
数
は
37
件
で
、

増
え
続
け
る
事
が
懸
念
さ
れ
る
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
者
件
数
は
。

事
業
開
始
か
ら
現
在
ま
で
41
件

で
、
実
際
に
売
買
や
賃
貸
借
に
つ

な
が
っ
た
成
約
件
数
は
20
件
で
す
。

さ
ら
な
る
普
及
を
図
る
た
め
に
チ
ラ

正
当
な
理
由
が
な
い
場
合
、
過

料
等
の
処
罰
が
あ
り
ま
す
。

空
き
家
の
所
有
者
は
確
認
で
き

る
の
か
。

全
て
把
握
は
し
て
い
な
い
が
、

確
認
可
能
な
状
況
に
あ
る
。

県
内
初
の
取
り
組
み
で
も
あ
る

の
で
、
空
き
家
の
利
活
用
促
進

の
た
め
取
り
組
ん
で
欲
し
い
が
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

各
方
面
と
協
力
し
様
々
な
ア
イ

デ
ア
を
持
ち
寄
り
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

宮村 尚哉 議員
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質質

質質

質質

質
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答

答答答

答答

答
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っ
て
い
る
。
食
育
活
動
を
通
し
て
、
食

の
重
要
性
や
心
身
の
健
康
へ
の
理
解
、

食
べ
物
へ
の
感
謝
の
心
を
養
う
こ
と
や

地
元
産
の
農
産
物
へ
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
に
よ
り
、
残
食
率
減
少
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

活
動
の
頻
度
と
成
果
は
。

食
材
の
産
地
な
ど
給
食
の
内
容
に

つ
い
て
は
毎
給
食
時
に
お
知
ら
せ

し
、
栄
養
教
諭
が
給
食
中
に
栄
養
指
導

等
を
全
ク
ラ
ス
に
行
っ
て
い
る
。

し
ま
す
。
な
お
、
作
業
規
模
が
大
き

い
場
合
は
、
業
者
委
託
す
る
た
め
の

予
算
化
と
合
わ
せ
計
画
的
に
進
め
る

事
が
必
要
と
な
り
、
時
間
が
か
か
る

場
合
が
あ
る
。
次
に
、
街
灯
の
清
掃

に
つ
い
て
は
、
清
掃
作
業
は
行
わ
れ

な
い
た
め
、
場
所
に
よ
っ
て
は
照
明

器
具
の
汚
れ
が
著
し
い
も
の
も
見
受

け
ら
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
本

来
は
、
町
を
美
し
く
照
ら
す
た
め
の

街
灯
で
あ
っ
た
も
の
が
美
観
を
損
ね

る
も
の
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
た
め
、
調
査
を
行
い
環
境

美
化
に
努
め
る
。

側
溝
の
蓋
が
重
い
な
ど
町
民
か

ら
の
建
設
課
に
対
し
て
問
い
合

わ
せ
な
ど
は
あ
り
ま
し
た
か
。

数
年
ほ
ど
遡
っ
て
調
べ
た
が
問
い

合
わ
せ
の
事
例
は
な
か
っ
た
。
過

去
に
は
蓋
が
大
き
す
ぎ
る
な
ど
の
理
由

で
外
せ
ず
、
建
設
課
に
相
談
が
あ
り
対

応
し
た
と
い
う
事
例
は
あ
り
ま
す
。

軽
微
な
も
の
で
も
相
談
し
対
応

可
能
で
し
ょ
う
か
。

可
能
で
す
。

現
在
の
学
校
給
食
の
残
食
状
況
や

対
応
な
ど
町
で
の
取
り
組
み
は
。

残
食
状
況
は
大
き
く
４
つ
に
分
類

し
集
計
し
、「
主
食
」「
主
菜
」「
副

菜
」「
汁
物
」
と
な
り
、
残
食
率
は
令

和
４
年
度
で
、
主
食
９
・
１
％
、
主
菜

５
％
、
副
菜
９
・
６
％
、
汁
物
３
・
６

％
と
な
り
、
全
体
で
は
６
・
６
％
と
な

っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
欠
食
の
影
響
も
あ
り
例
年
よ
り

は
高
い
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
残
食
を

減
ら
す
取
り
組
み
と
し
て
は
、
食
育
活

動
通
し
て
意
識
向
上
を
図
り
た
い
。
栄

養
教
諭
に
よ
る
出
前
授
業
を
企
画
し
、

各
学
年
ご
と
に
様
々
な
テ
ー
マ
で
広
く

学
ぶ
機
会
を
持
て
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
他
に
も
、
他
教
科
の
学
習
の
中

で
、
農
作
業
体
験
を
通
し
て
田
子
町
の

農
産
物
へ
の
理
解
を
深
め
る
活
動
も
行

残
食
に
つ
い
て
は
子
ど
も
達
の
、

食
べ
た
い
と
思
う
意
識
改
革
に

つ
い
て
の
取
り
組
み
は
。

食
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
郷
土
料
理
な
ど
の
様
々
な
地

域
の
食
事
を
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
た
り
、

苦
手
な
も
の
に
対
し
て
も
小
さ
く
刻
ん

だ
り
肉
や
他
の
食
材
を
多
め
に
使
用
し

て
食
べ
や
す
い
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。

側
溝
や
街
灯
な
ど
町
民
だ
け
で

は
限
界
を
感
じ
た
時
に
町
で
の

対
応
や
取
り
組
み
は
あ
り
ま
す
か
。

道
路
の
側
溝
清
掃
に
つ
い
て
は

所
管
す
る
路
線
等
に
よ
り
、
国
、

県
、
町
の
管
理
と
な
り
町
道
で
あ
れ

ば
町
の
管
理
と
な
り
ま
す
。
通
常
の

管
理
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
地
域
の

自
治
会
の
皆
様
に
ご
協
力
を
頂
き
た

い
と
考
え
て
い
る
が
、
側
溝
の
蓋
が

重
く
て
外
せ
な
い
場
合
や
ま
す
が
深

く
て
危
険
な
場
合
は
、
建
設
課
に
連

絡
を
頂
き
、
現
場
を
確
認
し
た
上
で

軽
微
な
も
の
で
あ
れ
ば
職
員
で
対
応

中平 美賀子 議員

質

質 質

質

質質

答

答

答答

答答

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
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令
和
４
年
度
田
子
町
一
般
会
計

及
び
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

書
に
基
づ
き
、
関
係
諸
帳
簿
及
び

証
拠
書
類
等
を
照
合
し
た
結
果
、

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
と
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
等
に
か

か
る
事
業
の
影
響
に
よ
る
増
減
は

あ
る
も
の
の
予
算
の
執
行
に
つ
い

て
は
、
効
率
的
か
つ
適
正
な
執
行

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、

事
業
の
執
行
に
つ
い
て
も
お
お
む

ね
良
好
に
進
捗
し
て
お
り
成
果
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

収
入
未
済
額
に
お
い
て
は
、
町

営
住
宅
使
用
料
は
減
少
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
国
民
健
康
保
険
税
、

町
税
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

町
全
体
の
会
計
で
見
ま
す
と
、

依
然
と
し
て
収
入
未
済
額
は
大
き

な
金
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

滞
納
整
理
の
推
進
と
県
市
町
村
総

合
事
務
組
合
と
の
連
携
を
一
層
強

化
し
、
徴
収
の
効
果
を
上
げ
る
と

と
も
に
適
正
な
欠
損
処
分
処
理
を

望
み
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
庁

内
の
連
携
は
勿
論
の
こ
と
、
情
報

収
集
等
に
努
め
、
よ
り
一
層
の
協

力
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。な
お
、

不
納
欠
損
処
分
に
つ
い
て
は
、
そ

の
理
由
と
手
続
き
等
を
慎
重
に
審

査
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
実
情
や

む
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
と
認
め

ま
し
た
。

　

次
に
、
歳
出
面
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
自
主
財
源
等
の
減
少

が
進
む
な
か
、
年
々
厳
し
さ
が
増

す
昨
今
で
あ
り
ま
す
の
で
、
健
全

か
つ
着
実
な
財
政
運
営
を
図
る
べ

く
、
歳
出
の
抑
制
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
今
後
の
事
務
事
業
の

予
算
編
成
及
び
予
算
執
行
に
当
た

っ
て
は
、
本
町
の
お
か
れ
て
い
る

現
実
へ
の
認
識
を
深
め
、
職
責
上

の
自
覚
を
持
っ
て
こ
れ
に
望
み
、

行
政
上
の
効
果
を
高
め
る
よ
う
努

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。
特
に
他
団
体
へ
の
補
助

金
交
付
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
交

付
申
請
書
並
び
に
決
算
書
の
精
査

を
綿
密
に
行
い
、
適
正
な
る
交
付

を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
に
係
わ
る
事
業
運
営

は
、後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、

診
療
所
・
老
健
施
設
事
業
特
別
会

計
に
係
る
経
費
が
増
加
の
傾
向
に

あ
る
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

出
金
依
存
度
を
軽
減
す
る
た
め
に

も
、
保
健
福
祉
事
業
等
に
力
を
入

れ
、
施
設
・
備
品
等
の
適
正
管
理

な
ど
創
意
工
夫
に
努
力
す
る
こ
と

を
望
み
ま
す
。

　

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
令
和
４

年
度
の
決
算
審
査
報
告
と
い
た
し

ま
す
。

田
子
町
監
査
委
員　

髙
沢　

靖
直

北
田　
　

騰

決
算
審
査
意
見
書

（
要
旨
）　

令和４年度決算を認定令和４年度決算を認定
前年度対比で自主財源が増加前年度対比で自主財源が増加

項目
令和４年度

決算額（千円） 構成比 前年度比

民生費 1,189,421 23.8% 100.0%
総務費 917,898 18.4% 102.6%
公債費 511,701 10.3% 89.6%
農林水産業費 466,999 9.4% 100.4%
教育費 428,807 8.6% 79.5%
衛生費 507,218 10.2% 105.2%
土木費 340,882 6.8% 97.1%
商工費 227,979 4.6% 189.4%
消防費 162,548 3.3% 112.4%
その他 236,366 4.7% 239.7%
合計 4,989,819 100.0% 102.8%

一般会計　歳出

歳入総額：49億8981万円

に
ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ
り
／
多
古
町
来
町

委
員
会
報
告
／
定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問

決
算
審
査
特
別
委
員
会

議
会
議
員
・
監
査
委
員
活
動
報
告

P2〜P3

P4〜P5

P6〜P9

P10〜P11

P12〜P13
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予防接種、検診などにかかる
費用

町債として借りたお金の返済
など

国際交流や主な庁舎の維持管
理、様々な政策にかかる費用

道路や橋の整備や維持などに
かかる費用

農畜産業支援や産業振興など
にかかる費用

社会福祉や子育て支援、定住
移住政策などにかかる費用

観光振興や施設の維持管理な
どにかかる費用

給食や小・中学校、文化財の
保存、活用などにかかる費用

衛生費公債費

総務費 土木費農林水産業費

民生費 商工費教育費

主な歳出について

令和４年度決算審査特別委員会 令和４年度決算を認定令和４年度決算を認定

財
源 項目

令和４年度
決算額（千円） 構成比 前年度比

自　

主

町税 500,520 9.8% 104.6%
分担金及び負担金 21,722 0.4% 178.1%
諸収入 85,514 1.7% 105.5%

依　

存

国庫支出金 651,220 12.8% 74.8%
県支出金 336,332 6.6% 117.3%
地方交付税 2,522,877 49.5% 98.1%
地方譲与税 107,684 2.1% 103.1%
町債 409,600 8.0% 105.3%
地方消費税交付金 123,769 2.4% 99.1%
その他 339,142 6.7% 129.4%
合計 5,098,380 100.0% 98.4%

自主財源 607,756 12.8% 106.3%
依存財源 4,151,482 87.2% 95.5%

一般会計　歳入

歳入総額：50億9838万円

※自主財源と依存財源とは？？？
　〇自主財源：町が自力で調達できるお金　
　〇依存財源：国・県などから、交付、割り当てられるお金
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著作権について研修を受ける

県内の町村から選ばれクリニックを受け、改善点など説明を聞き今後に活かす

○８／３１　青森市で開催された研修会では、田子町の議会だよりがク
リニックを受け、町民目線で読まれる広報誌を目標に改善点等が解説さ
れました。改善点などを委員会で再検討し、今後の議会だより編集へ生
かしていきたいと思います。

○９／２７　東京都で開催された研修会では、広報誌発行に伴う法律か
らの目線で実際に訴訟まで発展した事例を元に、回避方法や作成段階で
の注意点等について説明がありました。

広報編集委員会クリニック研修会広報編集委員会クリニック研修会

東京都

青森市

に
ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ
り
／
多
古
町
来
町

委
員
会
報
告
／
定
例
会
／
審
議
結
果
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二
戸
市
・
三
戸
町
・
田
子
町
議
会
議
員
研
修
会

郡
監
査
委
員
県
外
研
修

10
月
３
日
、
二
戸
市
で
地
域
の
活
性
化
に

つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
、
各
町
村
議
員
と

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
17
日
・
18
日
、
北

海
道
白
老
町
に
あ
る
民
族

共
生
象
徴
空
間
「
ウ
ポ
ポ

イ
」
に
て
視
察
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
民
族
の

文
化
・
伝
統
だ
け
で
な
く
、

差
別
な
ど
様
々
な
角
度
か

ら
発
信
し
、
歴
史
か
ら
目

を
背
け
ず
受
け
入
れ
る
こ

と
で
、
観
光
施
設
と
し
て

の
一
端
を
担
い
ま
し
た
。

に
ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ
り
／
多
古
町
来
町

委
員
会
報
告
／
定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問

決
算
審
査
特
別
委
員
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員
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監
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活
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
５
類
に
な
り
、
感
染

拡
大
前
の
生
活
が
徐
々
に
戻

り
つ
つ
あ
る
状
況
で
す
。
人

の
移
動
が
戻
っ
た
こ
と
で
全

国
の
観
光
産
業
も
期
待
を
寄

せ
て
い
ま
す
。
我
々
も
活
発

な
意
見
交
換
を
行
う
中
、
地

域
の
活
力
と
行
政
が
協
働
し

町
作
り
を
し
て
い
く
事
の
重

要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る

事
が
多
く
、

“
何
か
を
見
に
来
る
の
で
は

な
い
、
人
に
会
い
に
戻
っ
て

く
る
。”

の
言
葉
の
と
お
り
、
人
と
の

つ
な
が
り
は
代
え
が
き
く
も

の
で
は
な
く
、
地
域
の
強
み

と
し
て
活
か
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し

た
。

（
宮
村　

尚
哉
）

発
行
・
編
集
責
任
者　
　
　

　

議
長　
　
　

澤
口　
　

勝

　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

（
１
１
７
号
）

　

委
員
長　
　

宮
村　

尚
哉

　

副
委
員
長　

北
田　
　

騰

　

委
員　
　
　

尾
形　

憲
男

　
　
　
　
　
　

欠
端　

則
夫

　
　
　
　
　
　

山
﨑　

一
義

執
筆
協
力

　
　
　
　
　
　

高
沢　

靖
直

　
　
　
　
　
　

中
平
美
賀
子

編
集
後
記

令和５年度　議員県外研修令和５年度　議員県外研修
長野県飯綱町　いいづなコネクト長野県飯綱町　いいづなコネクト

　

平
成
30
年
３
月

に
廃
校
予
定
で
あ

っ
た
２
校
に
対
し
、

平
成
27
年
に
廃
校

の
利
活
用
に
つ
い

て
地
域
住
民
と
協

働
で
検
討
チ
ー
ム

が
立
ち
上
が
り
、

平
成
29
年
に
町
へ

提
言
書
を
提
出
。

交
付
金
を
活
用
し

施
設
整
備
を
開
始

し
た
。
令
和
２
年

に
オ
ー
プ
ン
を
迎

え
た
。


